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災害情報確認
【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認
●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認

防災・防犯に関する情報をメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

　登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。
　問合せ 防災対策課　(4階) ☎(36)7580 (20)1602

右の二次元コードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている手順
に従って登録してください。
　touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

（通話料無料）
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仲仲 間間 たちたち

　“五郷地区避難所協力会”が、地域の課題の解
決に主体的・積極的に取り組んでいる団体を表
彰する“もばら市民活動アワード2021”で大賞
を受賞しました。
　“五郷地区避難所協力会”は、避難所開設時の
初期対応に協力し、地区住民の安全を確保する
ことを目的としています。
　「平成30年8月の台風13号の接近に伴い避難所
が開設された際の“避難所のスタッフが少なく
受付で混乱”“避難してもどうしたらよいか分か
らない”などの避難者の声がきっかけです」と
話すのは、協力会代表の保川久夫さん。以前か
ら活発な住民同士の交流があった五郷地区です
が、そのベースとなる地区内のまちづくり協議
会、自主防災会、地区自治会長連合会、地区社
会福祉協議会等が連携して令和元年9月に設立さ

れ、昨年度は57人で活動しました。
　平常時はメンバー同士の連絡体制の整備やス
キルアップのための研修を行い、避難所開設時
には協力会のメンバーが地区の住民が避難する4
避難所に駆け付け、開設初期段階の協力や避難
者へのサポートを行う体制を整えています。
　また、今年3月には、千葉県主催のまちづくり
セミナーで取り組み事例の発表を行うなど、協
働のまちづくりの観点からも注目されています。
　「災害時は行政もさまざまな業務で手一杯。避
難所に派遣できる職員も限りがある。普段から
災害時の行動を考え、地域が積極的に避難所運
営に協力し住民の安全を守っていくことが必要」
と話す保川代表。これからも、地域の皆さんと
力を合わせて災害に強いまちづくりを目指して
いきます。

もばら市民活動アワード2021大賞受賞
� 五郷地区避難所協力会

避難所運営は避難所運営は
　　　　住民の手で　　　　住民の手で
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《内科系》 《外科系》

5月 2日㊐ 宍 倉 病 院
☎（24）2171

宍 倉 病 院
☎（24）2171

5月 3日㊊ 吉 田 医 院
☎（34）3045

聖 光 会 病 院
☎（35）5151

5月 4日㊋ ポプラクリニック
☎（23）3111

菅 原 病 院
☎（25）1171

5月 5日㊌ 鵜沢外科内科クリニック
☎（34）2496

塩 田 記 念 病 院
☎（35）0099

5月 9日㊐ 宮 本 内 科 医 院
☎（22）3770

三 枝 医 院
☎（25）2203

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
消防本部☎（24）0119、（25）8448へ問合せください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ☎０１２０（４３８）１１９

救急安心電話相談　　実施：千葉県
医療機関に受診するか迷ったとき、救急車を呼ぶか迷ったときにご相談ください。

（プッシュ回線・携帯電話）
＃７００９ ☎03（6735）8305

（ダイヤル回線）
相談日時

平日・土曜18時～翌6時
日曜・休日 ９時～翌6時

☎043（242）9939
（ダイヤル回線）
相談日時

毎日19時～翌6時


